
 

 

 

1.ひとこと    

「市政 100 周年の年を迎えて」 
   沼津市環境政策課 

2.視察研修会（県内）               

「静岡県環境衛生科学研究所・静岡県農林技術研究所  

果樹研究センター」を訪ねて 

㈱明電舎沼津事業所 岡田 俊 

「静岡ガス＆パワー㈱富士発電所」を訪ねて 

芝浦セムテック㈱  平田 茂 

3.会の動き                                      

 

 

 

第 161 号 

沼津市米山町 6-5 

沼津地区環境保全協議会 



市政 100 周年の年を迎えて  沼津市環境政策課 

「沼津地区環境保全協議会」におかれましては、日頃より本市の環境行政及び

施策にご理解ご協力をいただき、謹んで御礼申し上げます。さて、令和５年の卯

年は、ウサギにあやかり飛躍の年ともいわれているところですが、足元に目を向

けますと、世界的な原材料・エネルギー・物流コストの高騰や国内の物価上昇等

により、容易には飛躍しにくい状況にあります。このようななか、市においては

昨年末、国の地方創生臨時交付金から 8,000 万円を計上して「省エネ家電購入費

補助金」事業を実施しました。期間限定の事業でしたが、市民の皆様ご好評を頂

くなか受付を終了いたしました。この事業は、低迷する景気への対策と高騰する

エネルギー価格への対策の両方を狙ったものでありますが、特に後者では省エ

ネ性能の高い家電製品を選択することで、生活の質の向上と脱炭素への貢献に

つながることへの「気づき」に期待しているところです。国は、国民運動「COOL 

CHOICE」※において、この「気づき」のような地球温暖化対策にかかる情報を

充実させており、この運動が生活のすみずみまで浸透し、一人ひとりの行動変容

につながるよう、貴協議会におかれましても話題にしていただければ幸いです。 

本市が表明している「ゼロカーボンシティ NUMAZU2050」に関しましては、

新年度から省エネと再エネの両面からこれまでの取組を更に発展させていくこ

ととなります。市では本年度、市域における温室効果ガス削減目標見直しの基礎



となる「地域再エネ導入目標」の策定を進めており、新年度からはこの導入目標

に基づく施策を段階的に実施していくことで、ゼロカーボンシティの実現に臨

んでまいります。市の事務事業においては、「沼津市環境マネジメントシステム」

の継続推進を行うなかで、施設や設備の更新・新規導入等に伴う脱炭素化を進め

ます。また、市民生活や事業活動等に向けては、様々な啓発の機会をとらえてゼ

ロカーボンシティ実現への機運の醸成を図るとともに、本市の恵まれた日照時

間等を生かして自然エネルギーを市域内で有効活用していく、いわゆるエネル

ギーの地産地消の新たな仕組みも導入していく予定です。 

市政施行 100 周年の節目を機に、市では一段上の環境負荷軽減と CO2 削減に

取組んでまいります。皆様方におかれましても、市の施策に対する更なるご理解

とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

※COOL CHOICE（クールチョイス）：https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/ 



沼津地区環境保全協議会視察研修会 

 

静岡県環境衛生科学研究所 
静岡県農林技術研究所果樹研究センター 

 

(株)明電舎沼津事業所  岡田 俊 

 

本格的な冬到来前の暖かな日々の中、12/7(水)に沼津地区環境保全協議会会員による、環境衛生

科学研究所と農林技術研究所果樹研究センターへの視察研修を行いました。 

 

１．静岡県環境衛生科学研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施設概要 

  環境衛生科学研究所は、静岡県くらし・環境部に属し、下記の4部門から構成される研究機関である。 

  ・環境科学部： 

   静岡県の抱える環境問題や、これから取り組んでいかなければならない環境問題について調査・研究 

   を行っている。 

  ・微生物部： 

   静岡県内の保健所、病院などから依頼された検体について病原体の検出を行う他に、食中毒・感染 

   症などの不測の事態にも対応している。 

  ・医薬食品部： 

   静岡県は日本でも有数の医薬品生産県であるため、品質確保の観点から医薬品等の試験検査・ 

研究や技術研修の他、静岡発の医薬品を目指して創薬探索事業を行っている。 

  ・大気水質部： 

   大気や水質等の汚染状況を把握するため、環境基準の設定されている河川、湖沼、海域の水質調査 

   や大気中の汚染物質調査などの環境監視を行っている。 

 

     所在地： 静岡県藤枝市谷稲葉 232-1 

  

施設外観 



■施設の見学風景 

 

《環境科学部》                             《大気水質部》 

 

 

     

                           《大気水質部》 

 

 

■コメント 

恥ずかしながら、この視察研修までこの研究機関の存在を知らなかったが、今回の視察で、人の生活に

直面する環境と衛生を研究する機関であり、さまざまな研究が行われていることを知ることができ、県に属

する研究機関としてこのようなところがあったのかと感心しきりであった。 

中でも、地中熱利用が多いことが意外であり、身近な存在であるららぽーと沼津にも冷暖房利用で導入さ

れていることは 1 つ勉強になった。静岡県下は湧水・井戸水が豊富であり、地下水熱のポテンシャルが非

常に高いため、PR して利用促進を図って欲しい。 

 

地下水や地下水熱交換システム

について説明を受ける 

公共用水域の水質監視や調査研究 

について説明を受ける  

 

大気水質部の業務説明を受ける 

 

説明用の展示物 

分析機器を見学 

 



 

２．静岡県農林技術研究所果樹研究センター 

 

■施設概要 

  農林技術研究所は、茶業研究センター、伊豆農業研究センター、森林・農業研究センター、果樹研究セ

ンターの 4センターから構成され、今回訪問したのは、その 1つである果樹研究センターである。 

果樹研究センターは、下記の組織で構成される研究機関である。 

 ・果樹生産技術科 

   果樹の新品種、省力安定生産技術の研究開発を行っており、また、果樹園の大規模化のための技術 

支援も行っている。 

 ・果樹環境適応技術科 

   生産効率の高い防除施肥技術、病害虫対策技術の研究開発を行っている。 

 ・果樹加工技術科 

   新たな果樹の加工品、加工原料の安定供給技術、流通や貯蔵の環境改善技術の研究開発を行って 

いる。 

 

    所在地： 静岡県静岡市清水区茂畑(番地無し) 

 

■施設の見学風景 

   
 

 

   

「柑橘の父」高橋郁郎氏の像 施設概要説明を受ける 施設外観模型 

農機具保管庫を見学 試験研究ほ場を見学 温室を見学 



沼津地区環境保全協議会視察研修会

静岡ガス＆パワー㈱富士発電所を訪ねて

芝浦セムテック㈱　平田 茂

初冬の折にもかかわらず、暖かい日差しの中、12月7日（水）に沼津地区環境保全協議会で

富士市にある静岡ガス＆パワー㈱富士発電所を訪問しました。

1.静岡ガス＆パワー㈱富士発電所

2.施設概要（所在地：静岡県富士市蓼原1146-1）
静岡ガス＆パワー㈱富士発電所は、県東部の吉原基地に位置している静岡ガス㈱100％出資の発電所

で、2016年4月より運用開始されています。富士発電所が保有する発電設備は、7,800kWガスエンジン

発電設備×2基、990kW差圧タービン×1基、420kW差圧タービン×1基が設置されており、合計出力

は17,010kWとなっています。

3.事業内容の説明

主事業として、発電および電力の売買をされており電力小売事業のコンセプトについてご説明いただきました。

電力小売事業を始めるきっかけは、東日本大震災により富士市でも計画停電を余儀なくされ供給地域

への電力供給が規制された事でした。



計画停電や電力使用規制の中、富士エリアの製紙工場など大規模工場の自家発電設備で自社工場

では消費出来ない余剰電力を買い取り、商業施設や一般住宅などに販売する事で地域へ安定した電力

供給を目標とされていました。

4.発電設備の見学風景

5.感想
電力小売事業を行うには、発電設備も重要だが需要と供給の電力量を一致させる事が必要であり

翌日の需要予測を天候、時間帯、曜日などから導き出す『発電需給管理システム』にて発電計画を作成し

出力調整されている事をお伺いしました。需給管理をする事により、余剰電力を使用したエコバランスと

地域内エネルギーの有効活用（地産地消）で地域貢献されている事を感じました。

ガスエンジン発電設備 ガスエンジン発電設備

ガスエンジン発電設備 差圧タービン発電設備

差圧タービン発電設備 集 合 写 真



 

 

会の動き 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総会】 

☆２０２２年 ５月３０日 

内容：(１)２０２１年度 事業報告承認の件 

(２)２０２１年度 収支決算承認の件    

(３)２０２２年度 役員選任(案)の件  

(４)２０２２年度 事業計画（案）決定の件 

(５)２０２２年度 収支予算（案）決定の件  

 

【理事会】  

☆２０２２年 ４月２５日 

内容：（１）総会について 

（２）事業計画について 

  （３）第１６１号「水と空」の企画について 

 ☆２０２２年 ８月２５日 

内容：（１）事業計画について 

    （２）第１６１号「水と空」の企画について 

☆２０２２年１０月２４日 

内容：（１）事業計画について 

    （２）その他 

 

【環境関連県内施設視察研修会】 

☆２０２２年１２月 ７日 

（１）静岡県環境衛生科学研究所（静岡県藤枝市） 

（２）静岡県農林技術研究所果樹研究センター（静岡県静岡市清水区） 

（３）静岡ガス＆パワー（株）富士発電所（静岡県富士市） 

 

【機関誌の発行】水と空 第１６１号発行 

☆２０２３年 ３月 １日 

   

 

 


